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あいち農業イノベーションプロジェクトについて 

 

概 要 

○ 農業分野においては、担い手の減少や高齢化といった従来からの課題に加

えて、カーボンニュートラルや新たなサプライチェーンの構築など様々な課

題に対応するための技術開発と現場での技術活用が求められている。こうし

た課題に迅速に対応するためには、新しいアイデアや革新技術を有するスタ

ートアップと連携したイノベーション創出が必要。 

○ そこで、本県が進めるＳＴＡＴＩＯＮ Ａｉプロジェクトの一環として、愛

知県農業総合試験場や大学が有する技術、フィールド、ノウハウとスタート

アップの新しいアイデアや技術を活用した共同研究体制の強化を図り、新し

い農業イノベーション創出を進める「あいち農業イノベーションプロジェク

ト」を 2021 年９月に立ち上げた。 

○ 2021 年 12 月には、県内の大学、農業団体、国、県を構成メンバーとする

「あいち農業イノベーション研究会」を設置し、産学官連携による農業イノ

ベーション創出に向けた取組を進めている。 

 

【事業スケジュール】 

 

 

 

 

 

 

あいち農業イノベーション研究会（2021 年 12 月設置） 

 愛知県農業水産局 技監 【会⾧】 
 名古屋大学 浅川教授 
 中部大学 牛田教授 
 名城大学 津呂教授 
 豊橋技術科学大学 高山教授 
 JA 愛知中央会 営農くらし支援部⾧ 
 JA あいち経済連 営農総合室⾧ 
 東海農政局 生産部⾧ 
 愛知県農業総合試験場 研究戦略部⾧ 
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２０２１年度 

○共同研究の推進 

・ 農業現場のニーズの調査、及びシーズを有するスタートアップ 163 社のリストアップ。 

・ 農業総合試験場が大学やスタートアップと共同でイノベーション創出を目指す６つのテーマを設定。 

○共同研究に必要な機能等 

 ・ 農業イノベーション創出のための支援体制や研究フィールド活用の先進事例調査を行い、共同研究に必要な機能等について今後

の方向性や考え方を整理。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【農業イノベーション創出を目指す６つのテーマ】 

 

①土地利用型作物のスマートモデルの実現  

  （稲・麦・大豆・キャベツ・ブロッコリー） 

②データ駆動型施設園芸モデルの実現  

  （トマト・ナス・イチゴ・ミカン・イチジク・花き） 

③持続可能な畜産モデルの実現  

  （牛・豚・鶏） 

④テクノロジーで魅せる愛知ブランドの実現  

⑤未来へ繋げるサステナブル農業の実現  

⑥デジタルで結ぶスマートサプライチェーンの実現  

【農業イノベーション創出のための支援体制】 

 ・先進事例から３つのタイプに分類して必要な機能（ソフト・ハード）を整理 
    研究開発推進型 特定領域における研究開発を産学官により推進するタイプ 
    社会実装推進型 企業による生産現場での実証を支援し社会実装を推進するタイプ 
    集積拠点創造型 大学の先端研究施設や企業の誘致による大規模拠点の集積を創造するタイプ 
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【農業イノベーション創出のための研究フィールドの活用】 

 ・県内５カ所の研究フィールドの活用案を整理 

※各内容は関係部所等での意見や先進事例等を参考にして、取りまとめた活用案であり確定されたものではない。 
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２０２２年度 

○共同研究の推進 

・昨年度設定した６つのテーマに関して、農業総合試験場と共同で研究開発を実施するための技術提案をスタートアップから募集。 

・選定した取組について、予備試験等を行い、開発から社会実装を見据えた事業化の計画を作成（事業化可能性調査）。 

○共同研究に必要な機能等 

 ・農業イノベーション創出のための支援体制や研究フィールドの活用について具体的な構想案の作成。 

 ・大学、企業と連携した共同研究課題の実施に必要な資材や設備等の導入など、イノベーション創出のための研究開発環境の整備。 
 
 

 

 

 

 

 

 

の整備。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【６つのテーマと主な技術提案】 
 

【応募状況】 

 

 

 

 

 

【実施スケジュール】 
時  期 内  容 

2022 年度  
６月 14 日  
７月 20 日 

・６つのテーマに関してスタートアップから技術提案を募集 

７月 21 日  
９月 

・提案者に対するヒアリング、研究会の意見等を踏まえて 

取組課題を選定 

９月 ２月 ・予備試験等を行い、開発から社会実装を見据えた事業化計

画を作成 

2023 年度  

４月  ・本格的な共同研究の実施、支援 

・共同研究に必要な機能等に係る基本計画、実施設計の検討 
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